
１　要旨・目的

２　概要

 （１）内示状況

　　・令和８年度当初の補助公共事業の内示額は、8,927百万円（Ｄ列）となり、前年度の8,839百万円（Ｂ列）に対して101.0％となった。

　　・国補正分を含めた令和８年度の内示額は、12,235百万円（Ｋ列）となり、前年度の11,557百万円（Ｉ列）に対して105.9％となった。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

(Ｄ-Ｃ) (Ｄ-Ｂ) (Ｄ/Ｂ) (Ｊ-Ｋ) (Ｋ-Ｉ) (Ｋ/Ｉ)

5,337 4,530 4,633 4,153 ▲480 ▲ 378 91.7% 7,364 6,557 6,995 6,513 ▲483 ▲ 45 99.3%

226 212 227 227 0 14 106.8% 226 212 292 292 0 80 137.6%

2,142 2,086 2,103 1,879 ▲224 ▲ 207 90.1% 2,457 2,401 2,586 2,362 ▲224 ▲ 39 98.4%

1,970 1,470 2,263 2,088 ▲175 617 142.0% 2,014 1,514 2,309 2,134 ▲ 175 619 140.9%

546 540 581 581 0 41 107.6% 878 872 935 935 0 63 107.3%

10,221 8,839 9,806 8,927 ▲879 88 101.0% 12,939 11,557 13,118 12,235 ▲882 679 105.9%

 ※　単位未満を四捨五入しているため，合計と内訳が一致しない場合がある。

 （２）主な増減理由（通常分）

３　今後の対応

区 分

令和７年度当初 令和８年度当初
対前年度

内示額比較

令和８年度補助公共事業の内示状況について

　　農林水産局における令和８年度補助公共事業の内示状況を報告する。

      農林水産省の一般公共事業予算の対前年度比は102.5％であり、これを上回る増となった。

（単位：百万円） （単位：百万円）

令和７年度当初
＋令和６年度12月補正（国補正分）

＋２月補正（国補正分）

令和８年度当初
＋令和７年度12月補正（国補正分）

＋２月補正（国補正分）

対前年度
内示額比較

予算額 内示額 予算額 内示額 差引額
対前年
差引額

対
前年比

予算額 内示額 予算額 内示額 差引額
対前年
差引額

対
前年比

農業農村

漁 場

治 山

林 道

造 林

合 計

　　持続可能な農林水産業の確立に向け、人口減少や物価高などの社会経済情勢の変化も踏まえた基盤整備を実施するとともに、気候変動に伴い激甚化・頻発化する

　気象災害から県民の安全・安心を支えるため、ため池の総合対策や山地災害防止対策などの防災・減災に向けた取組を着実に推進する。

　ア　林道：増加

    　令和６年度から開始した林道比和・新庄線（君田・布野区間）冠山トンネル開設工事の完成に向けて、所要額が増加したため。

　　　林道の所要額の増加に伴い、農業農村及び治山の一部予算を林道へ充当したため。

　イ　漁場：増加

　ウ　農業農村・治山：減少

　　　海底耕うん等を実施する単独事業を補助事業（重点支援地方創生臨時交付金を活用）に移行したことにより、所要額が増加したため。
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